
 ☆「名古屋第一赤十字病院」ホームページ掲載内容（2021/6/15） 

                               

2021/6/16「中日新聞」15面記事 ↓ 

 

 名古屋市内にある２つの赤十字病院（第一赤十字病院・第二赤十字病院）が、７月１日に「日本赤十字社

愛知医療センター」としてセンター化し、２病院を運営することが発表されました。将来構想では、「経営統

合」も視野に検討されているということです。 

6/16「中日新聞」で

報道されましたが、

両病院のHP等では、

新聞記事内容以外の

詳細内容は明らかに

されていません。 

 両病院が経営統合

となれば、１,658床―職員３千５百人と言う大型医療センターとなります。この流れは、従来から注視して

いる、県内４つの大学医学部付属病院の統合再編による大規模化にも通じるものであり、記事にある通り、

人事交流や、カルテ統一、職員教育など、マンパワーを有効活用して行く事を第一義的にセンター化が進め

られています！ 今後、この様な同系列病院関係の再編統合や、今、国を挙げて進めている「地域医療連携

推進法人」による連携強化が病院の生き残り策として次々と具体化される可能性があります！  

個々の医療機関の動向を引き続き注視して行く必要があります！ 

《公立公的病院等再編・統合阻止》   ２０２１年６月１６日                                              

ＮＯ．１３０ 

                                 発行：「424 愛知共同行動」事務局 

愛知社保協地域医療委員会 

(文責：長尾-☏052-871-7856)                                                        

名称 所在地 病床数 職員数

名古屋第一赤十字病院 名古屋市中村区 852床 1689人（常勤）

名古屋第二赤十字病院 名古屋市昭和区 806床 1859人（常勤換算）

合計 1,658床 ３,548人


